
 

                          PRESS RELEASE 
令和 4年 1月 7日 

報道機関 各位 

「新春！ゆだゆーてーぽかぽかフェスティバル」開催 

小浜高校生作の地元愛あふれる「小浜カルタ」を発表 

長大生も連携し、小浜に新たな“遊び場”を提供 
 

 長崎大学経済学部みらい創造センターでは、雲仙市協力のもと、小浜温泉と雲仙温泉での観光振興を

テーマとして実践型ゼミ活動を行っています。この活動の一環として、1月 15日（土）雲仙市小浜町に

ある「小浜歴史資料館」通称「湯太夫邸（ゆだゆうてい）」にて、小浜町の小学校に通う子どもたちを

対象にした昔遊び大会、その名も「新春!ゆだゆーてーぽかぽかフェスティバル」を開催します。本イ

ベントでは、小浜高校生がいちから作り上げた「小浜カルタ」を中心に三つの昔遊びを使って子どもた

ちに触れ合いの場を作ります。日時・場所は以下の通りです。 

 

日 時： 令和４（2022）年１月１５日（土）13：00 ～ 16:00 

場 所： 小浜歴史資料館（本多湯太夫邸）長崎県雲仙市小浜町北本町 923番地 1 

対 象： 小浜町在住の小学生 保護者 

 

※本イベントのチラシを添付しています。ご参照ください。 

 

 

 

 



 

 

【ポイント】 

・小浜町では、小学生の遊ぶ施設が少ないことが問題視されており、その改善策として企画。 

・小浜高校生が、小浜町の良さを存分に詰め込んだ「小浜カルタ」を授業の一環で作成。 

・一般社団法人 Obama ST.2030 （以下、小浜ストリート）主催のもと、長崎大学経済学部生と小浜高

校生が協力して企画、運営する形でイベントを開催。 

 

小浜歴史資料館は、小浜温泉の基礎を作り上げた本多湯太夫の邸宅を中心に小浜町に関する文化的資

料を数多く展示する施設です。小浜名物の足湯「ほっとふっと 105」から歩いて数分の小浜温泉を一望

できる場所にあるものの、近年来館者数が減少しており、来館者の増加策が求められていました。 

 

そこで、令和 2年 4月 1日より、資料館の管理を雲仙市から小浜ストリートに指定管理という形で委

託。小浜ストリートは伊勢屋旅館大女将である草野有美子さんを代表者とし、小浜温泉の未来を考え取

り組むプロジェクトを推進しています。そのメンバーには小浜に移住してきた若者も参加しており、資

料館の自主事業の企画や実施にも携わっています。 

 

長崎大学経済学部西村ゼミのチームは、ゼミ研究活動の一環として湯太夫邸のプロモーションに取り

組んでおり、なぜ来館者数が減少しているのか、その原因を発見、改善するために、小浜ストリートの

メンバーである山東晃大（さんどう あきひろ）さんと協働しています。 

 

この活動を通して、小浜高校生との意見交換を繰り返す中で、高校生に小さい頃の話を聞く機会が何

度かありました。話を聞いて私たちは、「小浜には子どもたちの遊び場がない」という現状を把握し、

ゼミの取り組むべき課題の一つとして取り上げました。課題解決のため高校生を対象としたアンケート

を実施した際、かつて湯太夫邸構内で開催されていた「ぽかぽか夜市」の存在を知りました。ぽかぽか

夜市が小学生時代の思い出の一つとして残っているという回答が多数あったことから、湯太夫邸を再び

子どもたちの遊び場として復活させたいと考え、その第一歩として当イベントを企画しました。今回の

「新春！ゆだゆーてーぽかぽかフェスティバル」では、小浜高校生が読み札から絵札まで、全ていちか

ら作り上げた「小浜カルタ」をはじめとする、湯太夫邸の雰囲気にあった昔遊びを企画しました。湯太

夫邸が子どもたちの触れ合いの場所になり、今よりもっと地元に愛されるような場所になっていくこと

で、課題解決の一助になればと願っています。 

 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

   長崎大学経済学部西村ゼミ 

    担当：上田・竹下・納屋・林・寳珠 

     メールアドレス：bb15119179@ms.nagasaki-u.ac.jp 電話番号：080-9052-4358（林） 

    担当教員：西村宣彦 

     メールアドレス：nishimra@nagasaki-u.ac.jp 電話番号：090-8392-4598 
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